
片頭痛の分類 





片頭痛の説明 



三又神経血管説 

血管の拡張は関係していますがそれで三又神経を刺激するのではなくセロトニンが 
関与しているとの事です。 





片頭痛の経過 







老年期における鑑別 

老年期での片頭痛とTIAは鑑別が難しいと言う事です。 



服用のタイミングは発作早期。急激な症状ではレルパックスかマクサルト。発作が長く続く 
場合はアマージかゾーミッグ。アマージは作用が弱く第二選択薬か予防的に数日間定時使用。 
イミグラン3mg皮下注は自己注射可能。 
冠動脈に有意な狭窄が無ければレルパックスとイミグランでは口径変化はなかった。 
母乳への移行はレルパックスが一番低い。 
小児ではマクサルトとイミグラン点鼻薬が推奨されている。 





月経関連片頭痛 
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